
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
東
京
都
規
則
第
三
十
四
号
）
新
旧
対
照
表
（
抄
） 

改 

正 

案 

現 
 
 

行 

（
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
が
相
当
程
度
多
い
事
業
所
等
） 

第
四
条 

条
例
第
五
条
の
六
に
規
定
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
が
相
当
程
度

多
い
事
業
所
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
燃
料
及
び
こ
れ
を
熱
源
と
す
る
熱

（
他
人
か
ら
供
給
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
並
び
に
電
気
（
燃
料
を
変
換
し
て
得

ら
れ
た
電
気
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
を
発
生
さ
せ
た
者
が
自
ら
使
用
す
る
も
の
並

び
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
換
し
て
得
ら
れ
た
電
気
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気

を
発
生
さ
せ
た
者
が
自
ら
使
用
す
る
も
の
及
び
当
該
電
気
の
み
を
供
給
す
る
者
か

ら
供
給
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）
の
前
年
度
の
使
用
量
（
住
居
の
用
に
供
す
る

部
分
で
使
用
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
を
地
球
温
暖
化
対
策
指
針
に
定
め
る
方
式

に
よ
り
原
油
の
数
量
に
換
算
し
た
も
の
が
千
五
百
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
あ
る
事

業
所
と
す
る
。 

   

２ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

第
四
条
の
二
か
ら
第
四
条
の
五
ま
で 

（
現
行
の
と
お
り
） 

(

計
画
の
中
止
の
申
請) 

第
四
条
の
六 

条
例
第
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
計
画
書
提
出

事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
者
と
す
る
。 

一 

事
業
活
動
の
縮
小
に
よ
り
条
例
第
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
中
止
の
申

（
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
が
相
当
程
度
多
い
事
業
所
等
） 

第
四
条 

条
例
第
五
条
の
六
に
規
定
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
が
相
当
程
度

多
い
事
業
所
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
事
業
所
と
す
る
。 

一 

燃
料
及
び
こ
れ
を
熱
源
と
す
る
熱
（
他
人
か
ら
供
給
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。

）
の
前
年
度
の
使
用
量
（
住
居
の
用
に
供
す
る
部
分
で
使
用
さ
れ
た
も
の
を
除

く
。
）
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五

十
四
年
通
商
産
業
省
令
第
七
十
四
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
方
式
に
よ
り
原
油

の
数
量
に
換
算
し
た
も
の
が
千
五
百
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
以
上
で
あ
る
事
業
所 

二 

電
気
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
変
換
し
て
得
ら
れ
た
電
気
で
あ
っ
て
、
当

該
電
気
を
発
生
さ
せ
た
者
が
自
ら
使
用
す
る
も
の
及
び
当
該
電
気
の
み
を
供
給

す
る
者
か
ら
供
給
を
受
け
た
も
の
を
除
く
。
）
の
前
年
度
の
使
用
量
（
住
居
の

用
に
供
す
る
部
分
で
使
用
さ
れ
た
も
の
を
除
く
。
）
が
六
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時

以
上
で
あ
る
事
業
所 

２ 

（
略
） 

第
四
条
の
二
か
ら
第
四
条
の
五
ま
で 

（
略
） 

(
計
画
の
中
止
の
申
請) 

第
四
条
の
六 

条
例
第
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
計
画
書
提
出

事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事
業
者
と
す
る
。 

一 

事
業
活
動
の
縮
小
に
よ
り
条
例
第
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
中
止
の
申



請
を
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
ま
で
三
箇
年
度
連
続
し
て
第
四
条
第
一
項

に
規
定
す
る
要
件
に
該
当
し
な
か
っ
た
事
業
者 

二 

事
業
活
動
の
廃
止
に
よ
り
条
例
第
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
中
止
の
申

請
を
し
よ
う
と
す
る
年
度
に
お
い
て
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
要
件
に
該
当

し
な
く
な
る
こ
と
が
確
実
な
事
業
者 

三 

（
現
行
の
と
お
り
） 

２
及
び
３ 

（
現
行
の
と
お
り
） 

請
を
し
よ
う
と
す
る
年
度
の
前
年
度
ま
で
三
箇
年
度
連
続
し
て
第
四
条
第
一
項

各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
し
な
か
っ
た
事
業
者 

二 

事
業
活
動
の
廃
止
に
よ
り
条
例
第
七
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
中
止
の
申

請
を
し
よ
う
と
す
る
年
度
に
お
い
て
第
四
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
に
該

当
し
な
く
な
る
こ
と
が
確
実
な
事
業
者 

三 

（
略
） 

２
及
び
３ 

（
略
） 

 

附 

則 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

平
成
十
八
年
度
に
お
け
る
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
二
百
十
五
号
）
第
五
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
排
出
概
況

確
認
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
都
民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
四
条
の
二
第
一
項
中
「
四
月
末
日
ま
で

に
」
と
あ
る
の
は
「
五
月
末
日
ま
で
に
」
と
す
る
。 


